
令和８年度 いじめの把握のためのアンケート調査結果について 

北海道帯広養護学校 

 

１ アンケート調査の実施期間 

 (1) 令和８年９月７日（月）から９月 16 日（水）まで 

(2) 指導グループ担当による聞き取り、または状況報告により実施 

 

２ アンケート調査の結果 

(1) ４月から今日まで（アンケート日まで）で「嫌な思いをしたことがある」の回答数 

【小学部】  ４件 

【中学部】  ２件 

【高等部】  １件 

 

(2) 上記(1)の項目の具体的内容（複数回答あり） 

【小学部】・頭を触られた。・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする。・追いかけられた。 

【中学部】・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする。 

【高等部】・友達が振り回した鞄が当たった。・友達が手を洗っている際の水が飛んできた。 

 

(3) 上記(1)の項目であると回答した児童生徒で「今も嫌な思いをしている」の回答数 

【小学部】  ０件 

【中学部】   ２件 指導グループ担当に児童同士の様子について聞き取りを行い確認した。ぶつかって島行

った生徒は、狭い道を通りたいときに言葉で意思伝達が難しかったり、適切な距離間を

維持したりすることが難しい生徒である。教師が一緒に確認しながら学校生活を過ごし

ている。いじめのような行為はないと確認した。 

【高等部】  ０件 

 

 

(4) 「いじめ」の認知件数（上記のアンケート調査の結果をいじめ防止対策委員会で協議、確認し、いじめの有

無を判断した。） 

【小学部】  ０件 

【中学部】  ０件 

【高等部】  ０件 

 

 


